平成二十九年六月八日　開会

平成二十九年六月魚津市議会定例会提出議案

市長提案理由説明要旨

本日ここに、平成二十九年六月魚津市議会定例会が開催されるにあたり、市政運営について所信の一端を申し述べますとともに、提案致しました案件について、その概要をご説明申し上げます。
去る五月二十八日、魚津桃山運動公園において、天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、「第六十八回全国植樹祭とやま二〇一七」が挙行されました。「かがやいて　水・空・緑のハーモニー」のスローガンのもと、全国より多くの皆さんに来訪いただき、まさに、魚津の山から海までの美しい自然を全身で感じていただけたものと思っております。
大会が滞りなく終了できましたのも、プランターの植込みや清掃活動、数回にも及ぶリハーサルなど、多くの市民の皆さんや関係各位のお力添えがあったからこそと感謝し、厚くお礼申し上げます。議員各位におかれましても、様々な場面でご協力、ご尽力いただき、心から感謝申し上げます。これを契機に、今後も山と海をつなぎ、ふるさとの自然と文化を次の世代に引き継いでいく取り組みを進めてまいります。
続きまして、「最近の市政の取り組み状況」について申し上げます。

去る四月二十三日に「富山湾岸サイクリング二〇一七」が開催されました。いずれも海の駅蜃気楼を発着として、朝日から氷見までの約百八十キロメートルを走破するチャンピオンコースや氷見往復の約百二十キロメートルを駆けるロングコースなど四つのコースに、全国から一千名を越える多くの方々に参加していただきました。私も、約六十キロメートルの朝日往復のコースを春のさわやかな潮風を感じながら走りましたが、全国の皆さんに、しんきろうロードをはじめ、本当に素晴らしい富山湾の美しい眺めを楽んでいただけたものと思っております。
翌週の四月三十日には恒例の「第三十七回魚津しんきろうマラソン」が、全国三十九都道府県から過去最多となる七千五百三十四名の選手がエントリーして開催されました。市民の皆さんの沿道からの声援や拍手を背に、出場した選手の皆さんは、走る楽しさ、魅力を感じて心地よい汗を流されたのではないでしょうか。
五月に入りましても、連日、しんきろうが発生してにぎわいを見せる中、五月二十一日には、魚津駅前では「よっしゃ来い！！ＣＨＯＵＲＯＫＵまつり」、松倉城・升方城会場では「うおづ戦国のろし祭り」が開催されました。同日の開催でありましたが、連携した共同開催による相乗効果もあって、いずれの会場でも大変な盛り上がりを見せておりました。
次に、特定政策の分野別に、進捗状況と今後の取り組みについてご説明致します。
①まずは、教育環境の充実について申し上げます。

小学校整備事業と致しまして、来年四月の開校を予定しております「よつば小学校」につきましては、昨年六月末の着工以来、本年三月までに予定しておりました普通教室棟、管理特別棟の第一期工事が終了し、本年四月から本江小学校の児童が入って授業を受けております。現在は、昨年まで使用していた旧校舎の解体を行っており、本年八月からは残る管理特別棟の第二期工事を始める予定となっております。
また、住吉・上中島・松倉統合小学校につきましては、いよいよ文部科学省のモデル事業では初となる木造三階建ての校舎建築に向け動き出してまいります。県産材をふんだんに使用した優しくてぬくもりのある校舎は、平成三十年度中の完成を目指して工事を進めてまいります。
清流小学校での空調設備工事につきましては、昨年度、国の交付金事業の採択を受け、本年三月に工事請負契約を結んでおります。実際の工事にかかるのは、授業が行われていない今年の夏休みを予定しており、現在、現地確認や機材の調達を進めているところであります。
小中学校教育用ＩＣＴ環境等整備と致しましては、今年度、清流小学校のコンピュータ教室にタブレットパソコン、電子黒板などを整備する計画であり、先月、プロポーザル方式による機器選定を行ったところであります。実際の授業での使用については、本年九月からを予定しており、教職員を対象とした研修会も実施予定としているところであります。来年度以降も、順次、東西の両中学校や他の小学校にも整備していく計画としております。
また、魚津水族館では、親子でゆったりと集うことができる「うおすいファミリウム」を整備致しました。おさかなに関する絵本やおもちゃで、生き物や英語を親子で楽しみながら学ぶことができる教育の環境でもあります。ぜひ、親子のふれあいをゆっくりとした時間の中で過ごしてもらいたいと思っています。
②次に、子育て支援について申し上げます。
産婦人科クリニック開設準備事業と致しましては、今年度より、産婦人科クリニック開設準備室を設置し、市内で安心して出産ができるように、分娩を取り扱う施設の開設に向けて準備を進めております。先月、第一回目の基本構想策定委員会を開催したところ、委員となっていただいた関係者や出産の経験をお持ちの主婦の方々から「産後の母親の精神的な支えとなることも含めて、母子に優しい施設となることが望ましい」などの貴重なご意見をいただきました。本年九月ごろを目途に基本構想を策定するため、引き続き、協議いただきたいと考えております。
病児・病後児保育事業と致しましては、本年四月より従来の事業を拡大するものとして、保育中や授業中に具合の悪くなった児童を、緊急に対応できない保護者に代わり、かかりつけ医や病児保育施設に送迎するサービスを開始したところであります。実施施設では、保育士と看護師を各一名増員しており、受入れできる人数を昨年より拡大したところであり、保護者の子育てと就労支援に資するものと期待しております。

女性がすみたいまち事業と致しましては、市内に住む女性が魚津の魅力を発信するプロジェクトチームとして結成された「※ＳＯＤＯ（こめそうどう）」が、身近で活躍する女性を紹介するフリーペーパー「ウオヅとワタシ」を発行しております。米騒動発祥の地で、その名にちなんで命名したチームの活動は、魚津のいいところ・いいものを伝え、魚津ならではの自慢のライフスタイルを伝えていきます。魚津が好きになる人たちの輪が、どんどん広がっていくことを期待しております。
③次に、観光振興について申し上げます。
観光振興に関しましては、本年三月に「第二次魚津市観光振興計画」を策定し、サブタイトルを「体感！体験！オール魚津で創る『新観光戦略』」と名付けました。おもてなしの充実や魚津ブランドの創出などを戦略の柱に掲げて強力に、かつ、確実に推進していくこととしております。

ふるさと魚津の旬の情報を伝え、帰省や応援のきっかけとしていただくことを狙いとした「魚津ふるさと応援キャンペーン」事業につきましては、四半期ごとに魚津で行われる様々な行事や話題を載せたリーフレットを作成し、東京にある県のアンテナショップ「日本橋とやま館」や中板橋商店街にオープンした「うおづや」などに広く配布しております。さらに、魚津高校の講堂が、国の登録有形文化財に答申されたことを記念する行事をきっかけとした里帰りツアーを企画するなど、ふるさとのＰＲに努めてまいりたいと考えております。
また、先月開催致しましたシティプロモーション連携会議では、商工会議所や金融機関、市内高校の同窓会など幅広い分野の団体の皆さんから、交流人口の拡大を目指した情報発信やＵターンした人へのアンケートの分析についてなど、積極的なご意見をいただいたところであり、今後も連携した力強い取り組みを進めていくこととしております。
ユネスコ無形文化遺産に登録された「魚津のタテモン行事」に関することと致しましては、先の全国植樹祭において、式典会場である魚津桃山運動公園にたてもん三基を展示し、海と山をつなぐ文化を育む決意を全国に示しました。地元産材でたてもんを製作できるよう植樹する「たてもんの森」の整備を進め、タテモン行事の保存、継承の担い手育成につなげていきたいと考えております。また、同じく登録された高岡の御車山行事、城端の曳山行事とともに県内外への観光宣伝を行いながら、伝統文化の継承にも努めているところであります。登録後、初めて開催される本年八月の祭りには全国から多くの皆さんに魚津を訪れていただけるよう、発信を続けていきたいと考えております。
④次に、産業振興について申し上げます。
ものづくり人材定住促進事業と致しましては、市内にあります北陸職業能力開発大学校の学生を対象とした奨学金制度を創設致します。これは、ものづくり人材の育成により若者の定住を促進しようとするもので、卒業後に市内に定住し、かつ、県内での就業、あるいは、市内での起業を希望する学生に入校料及び授業料相当の奨学金を貸与致します。さらに、市内在住等の状況が一定期間継続した場合には、奨学金の返還を免除しようとするものであります。産業の振興を通して、定住人口増加の一助となればと期待するところであります。
新分野産業育成事業と致しましては、ゲームの開発、運営など若者が魅力を感じる新産業について、県内の大学生や高校生を対象とした講演型セミナーや体験合宿の開催などを通じて、Ｕターンはもとより、Ｉターン、Ｊターン者の受け入れを促進してまいります。
農商工連携インターンシップ事業と致しましては、大都市圏に在住の大学生を対象に、市内の農商工団体が短期間のエクスターンシップとして学生を受け入れるとともに、祭りなどの文化と地方の暮らしを体験することにより、ＵＩＪターンにつなげていくこととしております。
産業観光研究事業と致しましては、民間団体との連携による「観光産業研究会」を設置し、産業観光の掘り起こしやブラッシュアップ等の研究を行い、産業観光の醸成を図っていくこととしております。
⑤最後に、魅力的なまちづくりについて申し上げます。
魚津市自治基本条例の改正につきましては、先月、自治基本条例検討市民会議を開催し、条例の見直しの検討を始めたところであります。市民が主役のまちづくりを目指し、市民の参画や協働の推進を謳ったこの条例は、社会を取り巻く環境の変化にあわせて見直し、より実効性のある指針としていかなければなりません。今後、パブリックコメントなどを経て会議の意見をまとめ、市へ報告いただくこととなっておりますが、その内容を踏まえて、条例改正の必要性について検討していきたいと考えております。
魚津駅・新魚津駅及び駅前広場整備事業と致しましては、これまでも説明会や意見交換会において、市民の皆さんから多くのご意見やご提案をいただいておりますが、今月下旬には「魚津駅・新魚津駅周辺まちづくり協議会」を立ち上げる予定としております。現計画にこだわらず、まちづくりの視点も含め検討していくべきとの市民の皆さんのご意見も踏まえ、協議会において検討を進めていくこととしております。
災害に強いまちづくり事業と致しましては、防災重点ため池を対象に、ため池ハザードマップを作成し、先月、対象地区の皆さんに配布致しました。ため池が決壊した場合には、人家等に多大な影響を与える恐れがありますので、万が一、決壊した場合に地域にお住まいの皆さんが自主的に迅速で安全に避難され、被害を最小限にくい止めることを目的としております。対象地区の皆さんには、日頃から危険個所を把握していただき、いざと言う時の避難行動や安全の確保に役立てていただきたいと思います。
地域おこし協力隊事業につきましては、本年三月から二名の協力隊員を配置致しました。配属先の魚津三太郎倶楽部と大町地域振興会では、それぞれ、地域資源の掘り起こしや市内外に向けた魅力の発信、地区のにぎわい創出のための特産品の開発や情報発信などに努めていただいております。地域住民や市内の皆さんとの融合による地域活性化の拡がりを期待するものであります。
特定政策分野以外にも、計画的で効率的な行財政経営の推進と致しましては、本年三月に、市民の皆さんとともに本市の財政体質の改善に向けた方策を研究、検討することを目的として、「魚津市の財政を考える市民会議」を設置致しました。開催した二回の会議では、「災害時に市役所が機能するために庁舎の建替えが必要だ」、「限られた財源では特化した施策に重点的に力を入れるべき」などの意見があったところであります。委員の皆さんには、会議の議論を周りの人々に伝えていただくこと、周りの声を会議に伝えていただくこと、会議では行政と一緒になって考えていただくことをお願いしながら、来年度の予算へ反映できるような改善の提案をとりまとめできるよう、会議を進めていきたいと考えております。
水と緑の保全と活用と致しましては、本市を流れる片貝川流域の地下水を原料とする「うおづのうまい水」が、世界中の数々の製品を評価し、消費者への品質の保証を行うモンドセレクションにおいて、最高金賞を受賞致しました。このことを契機として、これからも、うまい水の知名度を高めながら、水循環の保全を図っていきたいと考えております。
今後も、市政全般の各方面において、市民の皆さまや議員各位のご支援とご指導、ご協力をお願い申し上げます。
それでは、今定例会に提出致しました議案並びに報告について、ご説明申し上げます。

まず、議案第三十五号　平成二十九年度魚津市一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額に一億三百万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、それぞれ百八十六億三千三百万円と致したいのであります。

　今回補正するものは、地方創生拠点整備交付金事業や地方創生推進交付金事業、地域子供の未来応援交付金事業など必要欠くことのできないものに限定し、計上致しました。

　これらの財源として、国庫支出金、県支出金、寄附金、繰越金及び市債を充当致しております。

予算以外の議案と致しましては、まず、条例関係の議案と致しまして、議案第三十六号から第四十一号まで、魚津市ものづくり人材育成奨学金条例などについて、新規制定を一件、一部改正を五件提案致しております。
その他の議案と致しましては、議案第四十二号　字の区域の変更及び廃止について、一件提案致しております。

最後に、報告案件と致しましては、報告第二号から第四号まで　平成二十八年度魚津市継続費繰越計算書などについて三件報告致しております。

以上、本日提出致しました議案並びに報告の説明と致します。

何卒、慎重ご審議の上、議決をいただきますようお願い申し上げます。
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